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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縫合糸張力装置において、
　ハブの周りに配置されたスプールと、
　前記スプールに結合された付勢要素と、
　前記スプールの周りに配置されたホイールであって、
　　前記ホイールの周囲に巻きつけられた縫合糸を有し、
　　前記付勢要素が前記スプールを付勢して前記縫合糸の張力を維持するように前記ホイ
ールが前記スプールと共に回転する係合位置と、前記縫合糸にかけられた前記張力を解除
するために前記スプールが前記ホイールとは無関係に回転する離脱位置との間で、移動す
ることができる、
　ホイールと、
　を備える、装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　前記ホイールは、前記係合位置と前記離脱位置との間で移動するように前記スプールに
対して横方向にスライドするように構成されている、装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置において、
　前記スプールは、前記スプールの向かい合った側面縁部の周りに形成された、向かい合
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ったフランジを含み、
　前記ホイールは、前記向かい合ったフランジの間で横方向に移動することができる、装
置。
【請求項４】
　請求項２に記載の装置において、
　解除機構であって、前記解除機構が前記スプールに向かって前記ホイールを付勢して前
記係合位置にする第１の位置と、前記解除機構が前記ホイールから離間し前記ホイールが
前記離脱位置に移動することを可能にする第２の位置との間で移動することができる、解
除機構、
　をさらに含む、装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の装置において、
　前記スプールおよび前記ホイールに形成された歯部であって、前記解除機構が前記スプ
ールに向かって前記ホイールを付勢すると前記歯部が互いに係合するように配置された、
歯部、
　をさらに含む、装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の装置において、
　前記解除機構は、
　クリップであって、前記クリップの向かい合った端部に形成された突起部を有する、ク
リップ、
　を含み、
　前記突起部は、前記クリップが前記第１の位置にある場合は前記ホイールと前記スプー
ルとの間に配置され、
　前記突起部は、前記クリップが前記第２の位置にある場合は前記ホイールおよび前記ス
プールから離間する、装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の装置において、
　前記クリップは、前記ホイールおよび前記スプールの周りに配置され、かつ内部に前記
ハブを収容するハウジングの周りに移動可能に配置され、
　前記クリップの前記向かい合った端部に設けられた前記突起部は、前記ハウジングに形
成された開口部内に延びる、装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置において、
　前記ホイールが前記係合位置にある場合に前記ホイールおよび前記スプールをかみ合わ
せるために前記ホイールおよび前記スプールに形成された、少なくとも１つの係合機構、
　をさらに含む、装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置において、
　前記少なくとも１つの係合機構は、前記ホイールおよび前記スプールのうち少なくとも
一方に形成された少なくとも１つの歯部、ならびに前記ホイールおよび前記スプールのう
ちの他方に形成された複数の歯部を含む、装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の装置において、
　前記付勢要素は、
　前記ハブと前記スプールとの間に配置されたバネであって、前記ハブに連結された第１
の端部、および前記スプールに連結された第２の端部を有する、バネ、
　を含む、装置。
【請求項１１】
　縫合糸適用兼管理キットにおいて、
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　縫合糸を手術部位まで送達するように構成された縫合装置と、
　請求項１に記載の縫合糸張力装置であって、
　　前記縫合糸が前記縫合糸張力装置から延びると前記縫合糸に張力をかけるように構成
され、
　　前記縫合糸をさらに延ばすことなく前記縫合糸にかけられた前記張力を解除するのに
効果的な解除機構を有する、
　縫合糸張力装置と、
　を備える、キット。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の分野〕
　本発明は、縫合糸の所与の長さ（a length of suture）の張力を維持するための方法お
よび装置に関する。
【０００２】
〔発明の背景〕
　重症の肥満は、平均余命を縮める可能性のある、かつ心血管疾患、高血圧症、糖尿病、
および重症の関節炎の発症を含む、その他の関連する多くの疾患を生じる可能性のある、
主要な健康上のリスクである。肥満の治療を支援するために、多くの外科手術を実施する
ことができる。最も一般的な処置は、胃制限処置（gastric restriction procedure）で
あり、この処置では、向かい合った胃壁を共に締めるか（fastened）、またはステープル
留めして、患者の胃の容積を効果的に減少させる。より具体的には、約６３．５ｍｍ（約
２．５インチ）ほど垂直に延びた一連のステープルまたは締め具によって胃を分割し、よ
り小さな胃嚢（smaller stomach pouch）を作る。より大きな胃への、この胃嚢の出口は
、胃が収容することができる食物の量を制限し、胃が空になる速度を減じる。
【０００３】
　一部の胃制限処置は、締められた組織を共に縛って引っ張るために使用される縫合糸に
よって連結された、一連の締め具を利用する。縫合糸で連結された締め具により、その締
め具を胃の各壁部に別々に適用することができ、次に締め具適用装置が取り除かれた後で
、縫合糸を用いて締め具を共に縛ることができるという利点がもたらされる。一方、ステ
ープルを適用するためには、組織を互いに係合させ引っ張るために、各壁部に襞（folds
）を作らなければならず、したがって、組織の４つの壁部を通して挿入されるステープル
を必要とする。
【０００４】
　縫合糸で連結された締め具は、ステープルよりも有利である傾向があるが、外科医が胃
の向かい合った壁部に締め具を取り付けているときに、余分の縫合糸のたるみ（slack）
またはループが形成されることがある。胃制限処置を成功させるには、患者の胃の減少さ
れた容積が維持されうるように縫合糸をきつく縛って胃壁を引っ張り合わせなければなら
ない。縫合糸のたるみまたは緩いループが少しでもある場合、胃は拡張し、制限処置は効
果的にはならないであろう。したがって、外科医は、締め具が適用されているときに、縫
合糸の張力を手動で維持しなければならない。しかし、ほとんどの締め具送達装置は、操
作するのに両手を必要とする傾向があるので、手動で張力を維持することは難しい場合が
ある。
【０００５】
　したがって、縫合糸の所与の長さに張力をかけるための装置および技術に対する必要性
がある。
【０００６】
〔発明の概要〕
　縫合糸の所与の長さに張力をかけるための方法および装置が提供される。一実施形態で
は、ハブの周りに配置されたスプール、スプールに結合された付勢要素、およびスプール
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の周りに配置されており、周囲に巻きつけられた縫合糸を有するホイールを有する、縫合
糸張力装置（suture tensioning device）が提供される。付勢要素がスプールを付勢して
縫合糸の張力を維持するようにホイールがスプールと共に回転する係合位置（engaged po
sition）と、縫合糸にかけられた張力を解除するためにホイールとは関係なくスプールが
回転する離脱位置（disengaged position）との間で、ホイールは移動することができる
。
【０００７】
　係合位置と離脱位置との間でホイールを移動させるためにさまざまな技法を用いること
ができるが、一実施形態では、ホイールは、係合位置と離脱位置との間で移動するために
、スプールに対して横方向にスライドするように構成することができる。スプールは、そ
の向かい合った側面縁部（side edges）の周りに形成された、向かい合ったフランジを含
むことができ、ホイールは、その向かい合ったフランジの間で横方向に移動することがで
きる。この装置は、解除機構をさらに含むことができ、この解除機構がスプールに向かっ
てホイールを付勢して係合位置に動かす第１の位置と、解除機構がホイールから離間して
ホイールが離脱位置に移動することを可能にする第２の位置との間で、解除機構は移動す
ることができる。解除機構は、例えば、向かい合った端部に形成された突起部を有するク
リップであってよい。この突起部は、クリップが第１の位置にある場合にはホイールとス
プールとの間に配置されることができ、クリップが第２の位置にある場合にはホイールお
よびスプールから離間することができる。典型的な実施形態では、クリップは、ホイール
およびスプールの周りに配置され、かつ内部にハブを収容するハウジングの周りに移動可
能に配置され、クリップの向かい合った端部の突起部は、ハウジングに形成された開口部
内に延びることができる。
【０００８】
　この装置は、ホイールが係合位置にある場合にホイールおよびスプールをかみ合わせる
ために、ホイールおよびスプールに形成された少なくとも１つの係合機構をさらに含むこ
とができる。係合機構は、例えば、ホイールおよびスプールのうち少なくとも一方に形成
された少なくとも一つの歯部、ならびにホイールおよびスプールのうちのもう一方に形成
された複数の歯部であってよい。これらの歯部は、解除機構がスプールに向かってホイー
ルを付勢する場合に互いに係合するように配置することができる。
【０００９】
　また、付勢要素は、さまざまな構成を有することができ、一実施形態では、付勢要素は
、ハブとスプールとの間に配置されたバネであってよい。バネは、ハブに連結された第１
の端部、およびスプールに連結された第２の端部を有することができる。ハブは、ホイー
ルの周りに配置され、かつ縫合糸を受容するために内部に形成された開口部を有する、ハ
ウジング内に形成することができる。
【００１０】
　別の実施形態では、縫合糸の適用兼管理キット（suture application and management 
kit）が提供され、このキットは、縫合糸を手術部位まで送達するように構成された縫合
装置、および縫合糸張力装置を含み、縫合糸張力装置は、この縫合糸張力装置から縫合糸
が延びるとその縫合糸に張力をかけるよう構成されている。縫合糸張力装置は、縫合糸を
さらに延ばすことなく、縫合糸にかけられた張力を解除するのに効果的な解除機構を含む
こともできる。さまざまな縫合装置を使用することができるが、一実施形態では、縫合装
置は、少なくとも１つの締め具を組織に適用するように構成されたエンドエフェクタを含
むことができる。縫合糸は、１つまたは複数の締め具に連結することができる。オプショ
ンとして、縫合糸張力装置は、縫合装置に連結するように構成することができる。
【００１１】
　縫合糸に張力をかける方法も提供され、一実施形態では、この方法は、縫合糸管理装置
から縫合糸の第１の長さを延ばすステップを含むことができる。縫合糸管理装置は、縫合
糸が延びると、縫合糸の第１の長さに張力をかけることができる。この方法は、縫合糸管
理装置の解除機構を作動させ、縫合糸をさらに延ばすことなく縫合糸の第１の長さにかけ
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られた張力を解除するステップをさらに含むことができる。さらに別の実施形態では、解
除機構を作動させた後で、縫合糸の第２の長さを縫合糸管理装置から延ばすことができ、
縫合糸管理装置は、縫合糸の第２の長さが延びると縫合糸の第２の長さに張力をかけるこ
とができる。縫合糸の第２の長さにかけられた張力は、好ましくは縫合糸の第２の長さの
全長（length of the second length of suture）に比例する。
【００１２】
　別の実施形態では、縫合糸管理装置は、バネ仕掛けのスプール（spring-loaded spool
）、およびそのスプールの周りに配置され、周囲に巻きつけられた縫合糸を有するホイー
ルを含むことができ、縫合糸を延ばすと、ホイールおよびスプールが回転してバネ仕掛け
のスプールに負荷をかけることができるため、縫合糸に張力がかけられる。解除機構を作
動させることもまた、ホイールをバネ仕掛けのスプールから離脱させ、縫合糸をさらに延
ばすことなく、バネ仕掛けのスプールが縫合糸の張力を解きほぐし解除するのに効果的と
なりうる。この方法は、縫合糸の先端部（leading end）を手術部位へ送達するステップ
と、オプションとして、縫合糸が連結された少なくとも１つの締め具を組織に適用するス
テップとをさらに含むことができる。
【００１３】
　本発明は、添付の図面と併せて以下の詳細な説明からより十分に理解されよう。
【００１４】
〔発明の詳細な説明〕
　本明細書に開示される装置および方法の構造、機能、製造、および使用の原理について
全般的な理解が得られるよう、いくつかの典型的な実施形態を説明する。これらの実施形
態のうち１つ以上の例が、添付の図面に例示される。当業者であれば理解されるであろう
が、本明細書に具体的に説明し、添付の図面に例示した装置および方法は、非限定的な例
示的実施形態であり、本発明の範囲は、特許請求の範囲によってのみ規定される。一つの
典型的な実施形態に関連して例示されるか、または説明された特徴は、他の実施形態の特
徴と組み合わせることができる。このような変更および変化は、本発明の範囲内に含まれ
ることが意図される。
【００１５】
　縫合糸に張力をかけるための種々の典型的な方法および装置が提供される。これらの方
法および装置は、送達される縫合糸の張力を維持し、その上、縫合糸を後退させることな
く、必要に応じて張力を解除することができることが望ましい外科的縫合の適用において
特に有用である。したがって、張力が解除されると、装置から延びる、縫合糸の所与の長
さは、いかなる張力もかけられることなく、延びた状態を維持することができる。張力は
、装置から延びる、縫合糸の任意の追加的な長さにかけられるだけである。縫合糸にかけ
られた張力は、張力が解除されリセットされるまで、装置から延びる縫合糸の長さに比例
する。
【００１６】
　図１Ａ～図１Ｃは、縫合糸管理装置１０の典型的な一実施形態を例示している。図示の
ように、装置１０は、一般には、周囲に配置された縫合糸３０を有するホイール２０を含
む。ホイール２０は、スプール４０に回転可能に取り付けられ、ハウジング５０内に配置
されている。ハウジング５０は、内部に形成された中央ハブ５２、中央ハブ５２の周りに
配置され、スプール４０内に配置された付勢要素６０を含む。付勢要素６０は、スプール
４０がハウジング５０内で回転すると付勢要素６０がスプール４０に力をかけるように、
中央ハブ５２とスプール４０との間で連結されている。使用の際、付勢要素６０がスプー
ル４０を付勢して縫合糸３０の張力を維持するようにホイール２０がスプール４０と共に
回転する係合位置と、装置１０から延びた縫合糸３０にかけられた張力を解除するために
スプール４０がホイール２０とは無関係に回転することができる離脱位置との間で、ホイ
ール２０は移動することができる。装置１０は、解除機構７０を含むこともでき、この解
除機構７０は、解除機構７０がスプール４０に向かってホイール２０を付勢し係合位置に
動かす第１の位置と、解除機構７０がホイール２０から離間しホイール２０が離脱位置に



(6) JP 5117100 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

動くことを可能にする第２の位置との間で移動することができる。
【００１７】
　スプール４０およびホイール２０はそれぞれ、図２Ａおよび図２Ｂに、より詳細に示さ
れている。概して、スプール４０およびホイール２０は、それぞれが中空の円筒形部材の
形状をとっている。ホイール２０は、ホイール２０がスプール４０の周りで、かつスプー
ル４０に接触して回転可能に配置されることができるように、スプール４０の外径ｄsよ
り僅かに大きいだけの内径ｄwを有する。ホイール２０は、ホイール２０の周囲に好まし
くは複数回巻きつけられた縫合糸を取り付けるように構成された幅Ｗwをさらに有する。
また、ホイール２０の幅Ｗwは、好ましくはスプール４０の幅Ｗsより短く、以下により詳
細に説明するように、ホイール２０がスプール４０に係合してスプール４０と共に回転す
る係合位置と、ホイール２０およびスプール４０が互いから独立して回転することができ
る離脱位置との間で、ホイール２０がスプール４０に対して横方向にスライドすることを
可能にする。ホイール２０およびスプール４０はまた、スプール４０の周りにホイール２
０を配置することを容易にするために他の特徴部を含むことができる。例えば、図２Ａは
、スプール４０の向かい合った側面縁部（opposed side edges）の周りに形成された、向
かい合ったフランジ４２、４４を例示している。したがって、ホイール２０は、スプール
４０から滑り落ちることなく、向かい合ったフランジ４２、４４の間で横方向にスライド
することができる。また、ホイール２０は、ホイール２０上に形成された、向かい合った
フランジ２２、２４を含むことができる。しかしながら、ホイール２０上のフランジ２２
、２４は、ホイール２０の周囲への縫合糸の配置を容易にし、特に縫合糸が滑ってホイー
ル２０から外れたり、スプール４０の周囲に直接巻きついたりすることを防ぐように構成
されていてよい。
【００１８】
　前述のとおり、ホイール２０は、スプール４０の上で横方向にスライドして係合位置と
離脱位置との間で移動することができる。さまざまな技法を使用して、ホイール２０が係
合位置にある場合にホイール２０およびスプール４０をかみ合わせることができる。図２
Ａおよび図２Ｂに示されるように、ホイール２０およびスプール４０はそれぞれ、それら
に形成された複数の歯部２６、４６を含む。特に、スプール４０は、フランジのうちの１
つ、例えばフランジ４２の内側を向いた面に形成された複数の歯部４６を含み、ホイール
２０は、フランジのうちの１つ、例えばフランジ２２の外側を向いた縁部に形成された複
数の歯部２６を含む。ホイール２０の歯部２６は、スプール４０の歯部４６の間に受け入
れられるように構成されている。複数の歯部が、ホイール２０上およびスプール４０上に
示されているが、部材のうちの１つ、例えばホイール２０は、単一の歯部を含んでもよく
、他方の部材、例えばスプール４０は、複数の歯部を含んでもよい。非限定的な例として
、図３は、外側の縁部に形成された単一の歯部２６’を有するホイール２０’の代替の実
施形態を例示している。使用の際、ホイール２０がスプール４０上で横方向にスライドし
てホイール２０の歯部２６をスプール４０の歯部４６に係合した状態で歯部４６の間に配
置すると、ホイール２０およびスプール４０は、ホイール２０から延びた縫合糸の任意の
長さに張力がかけられるように、共に回転する。ホイール２０が離脱位置に移動すると、
図２Ｃに示されるとおり、ホイール２０およびスプール４０は、独立して回転するため、
ホイール２０から延びた、縫合糸の所与の長さの張力が解除され、リセットされることが
可能となる。係合位置と離脱位置との間でホイール２０を移動させるための典型的な技法
は、図７に関して以下に詳細に述べる。
【００１９】
　ホイール２０の周りに配置された縫合糸３０は、さまざまな構成を有することができ、
組織に直接接触するように構成されるか、または、別の装置もしくはインプラント、例え
ば締め具に連結するように構成された先端部（leading end）を含むことができる。図４
は、ホイール２０の周りに巻きつけられるように構成された縫合糸３０の典型的な一実施
形態を例示している。組織を縫合するために縫合糸３０の先端部に連結された針３２が示
されている。図示されていないが、他の実施形態では、縫合糸３０は、縫合装置に直接連
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結されることも可能である。
【００２０】
　ホイール２０から延びた、縫合糸の所与の長さに張力をかけるために、装置１０は、ス
プール４０に連結され、かつスプール４０およびホイール２０が回転するとスプール４０
に付勢力をかけるように構成された、付勢要素を含むことができる。さまざまな付勢技法
を用いることができるが、典型的な一実施形態では、付勢要素は、ハウジング５０とスプ
ール４０との間に連結されていてよい。ハウジング５０は、図５により詳細に示されてお
り、図示のとおり、ハウジング５０は、ホイール２０、スプール４０、および付勢要素を
受け入れる中空の内部を備えた、概ね円筒形の構成を有する。中央ハブ５２は、ハウジン
グ５０内に配置され、このハブ５２は、付勢要素をその周りに据え付けるように構成され
ている。一つの典型的な付勢要素６０が、図６により詳細に示され、図示のとおり、付勢
要素６０は、渦巻状に巻かれた定荷重バネ（constant force spring）の形状であり、こ
の定荷重バネは、第１の内側端部６２および第２の外側端部６４を含む。第１の内側端部
６２は、ハブ５２に連結するように構成されている。図５を再び参照すると、ハブ５２は
、付勢要素６０の第１の内側端部６２の屈曲部分を受け入れるために内部に形成されたス
ロット５３を含む。接着剤、溶接などのその他のかみ合わせ技法を使用して、付勢要素６
０の第１の内側端部６２をハブ５２にかみ合わせることができる。付勢要素６０は、ハブ
５２の周りに配置されると共に、スプール４０内に配置されている。したがって、付勢要
素６０の第２の外側端部６４は、スプール４０の内面とかみ合わせることができる。再び
図２Ａを参照すると、スプール４０は、付勢要素６０の第２の外側端部６４の屈曲部分を
受け入れるために内部に形成されたスロット４３を含む。ここでも、接着剤、溶接などの
その他のかみ合わせ技法を使用して、付勢要素６０の第２の外側端部６４をスプール４０
にかみ合わせることができる。
【００２１】
　付勢要素６０は、ハウジング５０のハブ５２とスプール４０との間にかみ合わされるの
で、スプール４０の回転により、付勢要素６０が巻き上がり（wind up）しっかり締まる
。その結果、付勢要素６０は、スプール４０に付勢力をかける。したがって、ホイール２
０の周りに配置された縫合糸３０が装置１０から延びて、スプール４０がホイール２０と
共に回転するようにホイール２０が係合位置にある場合、付勢要素６０は、縫合糸３０に
張力をかける。この張力は、装置１０から延びた縫合糸３０の長さにほぼ比例する。ホイ
ール２０が離脱位置に移動すると、スプール４０は、ホイール２０に対して自由に回転す
る。したがって、付勢要素６０が静止状態にあり、かつ装置１０から延びた縫合糸３０に
張力がかけられないように、付勢要素６０は、スプール４０を自由に回転させスプール４
０を元の位置に戻す。ホイール２０が移動して係合位置に戻ると、張力は、装置１０から
延びた、縫合糸の追加的な長さにかけられるだけである。したがって、使用者は、予め決
められた量の縫合糸を解放するために、装置１０の使用中いつでもその張力を解除するこ
とができる。
【００２２】
　ホイール２０を係合位置と離脱位置との間で移動させるために、装置１０は、ハウジン
グに連結された解除機構を含むことができる。図７は、ハウジング５０の一部の周りに延
びるクリップ７０の形状である解除機構の典型的な一実施形態を例示している。クリップ
７０は、ハウジング５０に形成された向かい合った開口部５４ａ、５４ｂの内部へ延びる
、向かい合った突起部７２、７４を含む。ハウジング５０の開口部５４ａ、５４ｂは、図
５に示されており、図示のとおり、ハウジング５０の向かい合う側面に配置されている。
開口部５４ａ、５４ｂはそれぞれ、概ね細長い形状を有することができ、クリップ７０に
形成された突起部７２、７４をスライド可能に開口部５４ａ、５４ｂ内に移動させること
を可能にする。使用の際、クリップ７０は、突起部７２、７４が開口部５４ａ、５４ｂ内
に配置されてクリップ７０をハウジング５０にかみ合わせるように、ハウジング５０の周
りにプレスばめされることができる。クリップ７０は、第１の位置と第２の位置との間で
ハウジング５０に向かって、およびハウジング５０から離れるようにスライドすることが
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でき、ホイール２０を係合位置と離脱位置との間で移動させる。特に、クリップ７０がハ
ウジング５０から所与の距離ほど離れて配置されて、突起部７２、７４が開口部５４ａ、
５４ｂの一方の側に引っ張られると、突起部７２、７４は、ホイール２０およびスプール
４０と接触せず、ホイール２０がスプール４０とは無関係に回転する離脱位置にホイール
２０がとどまることを可能にする。クリップ７０がハウジング５０に向かって移動すると
、突起部７２、７４は、開口部５４ａ、５４ｂの他方の端部に向かってスライドし、ホイ
ール２０とスプール４０との間に押し込まれる。例示的な実施形態では、突起部７２、７
４は、ホイール２０およびスプール４０の歯部２６、４６の反対側でホイール２０とスプ
ール４０との間に延びる。突起部７２、７４がホイール２０とスプール４０との間に押し
込まれた結果、ホイール２０は、ホイール２０およびスプール４０が共に回転しなければ
ならない係合位置に押し進められる。言い換えれば、クリップ７０がハウジング５０に向
かって移動すると、クリップ７０は、ホイール２０およびスプール４０の歯部２６、４６
を固定する。クリップ７０が解除されハウジング５０から離れると、ホイール２０は、自
由にスプール４０から離れて離脱位置へ移動する。オプションとして、ホイール２０およ
び／またはスプール４０の歯部２６、４６の向きにより、クリップ７０が解除されるとホ
イール２０がスプール４０から離れることを容易にすることができる。例えば、歯部２６
、４６は、図２Ｃに示されるように、傾斜していてもよく、または先細になっていてもよ
く、このためホイール２０の周りに配置された縫合糸３０にかけられた張力により、ホイ
ール２０が引っ張られてスプール４０から離れスプール４０との係合が外れる。その他の
実施形態では、クリップ７０が解除されるとホイール２０が自動的に離脱位置に戻るよう
に、付勢要素を用いてホイール２０を離脱位置まで付勢することができる。クリップ７０
は、ホイール２０が係合位置に保持されるように、クリップ７０を付勢してハウジング５
０と係合させる付勢要素を含むこともできる。当業者であれば理解するであろうが、さま
ざまな他の技法を用いて、ホイール２０を係合位置と離脱位置との間で移動させることが
でき、それにより装置１０から延びた縫合糸の所与の長さにかけられた張力を解除する。
図７にさらに示されるように、クリップ７０は、クリップ７０をつかむことおよび第１の
位置と第２の位置との間でクリップ７０を移動させることを容易にするために、ハンドル
７６などのその他の特徴部を含むこともできる。
【００２３】
　縫合糸張力装置は、さまざまな外科的応用に使用することができ、この装置は、組織に
直接植え込まれた縫合糸に張力をかけることができるか、またはさまざまなその他の装置
と共に使用される縫合糸に張力をかけることができる。例えば、装置から延びた縫合糸は
、外科用クリップなどの締め具に、直接または別の縫合糸により連結することができる。
縫合糸はまた、外科用クリップアプライヤなどの締め具適用装置を通って延びてもよく、
または、このような締め具適用装置を通って延びる縫合糸に連結されてもよい。縫合糸張
力装置は、さまざまな外科用縫合装置に取り付けられてもよく、またはさまざまな外科用
縫合装置と一体に形成されてもよい。
【００２４】
　使用の際、縫合糸３０が手術部位に送達されると、縫合糸の所与の長さが装置１０から
延びる。ホイール２０が係合位置にある状態で、縫合糸３０が延びると、ホイール２０は
、スプール４０と共に回転する。したがって付勢要素６０は、スプール４０に張力をかけ
、この張力が縫合糸に伝えられ、これにより縫合糸３０をピンと張った状態に維持する。
これは、縫合糸３０に結び目またはねじれ（kinks）が生じることを防ぐので、特に有利
である。外科医が張力を解除する必要がある場合、解除機構、例えばクリップ７０がハウ
ジング５０から離れるように引っ張られ、ホイール２０を解放する。こうして、ホイール
２０は、スライドしてスプール４０との係合から外れることができ、付勢要素６０が最初
の静止形態（initial, resting configuration）になるまでスプール４０を自由に回転す
る状態にする。その結果、装置１０から延びた、縫合糸のその長さには張力はかからない
。クリップ７０が再びハウジング５０に向かって移動してホイール２０を係合位置に移動
させると、張力は、装置１０から延びた縫合糸の任意の追加的な長さにのみかけられる。
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【００２５】
　当業者であれば、前述の実施形態に基づいて、本発明のさらなる特徴および利点を理解
するであろう。したがって、本発明は、添付の特許請求の範囲により示されたことを除い
て、具体的に図示され説明されたことによって限定されるものではない。本明細書に引用
したすべての刊行物および文献は、参照することにより、その全体が本明細書に明白に組
み込まれる。
【００２６】
〔実施の態様〕
　（１）　縫合糸張力装置において、
　ハブの周りに配置されたスプールと、
　前記スプールに結合された付勢要素と、
　前記スプールの周りに配置されたホイールであって、
　　前記ホイールの周囲に巻きつけられた縫合糸を有し、
　　前記付勢要素が前記スプールを付勢して前記縫合糸の張力を維持するように前記ホイ
ールが前記スプールと共に回転する係合位置と、前記縫合糸にかけられた前記張力を解除
するために前記スプールが前記ホイールとは無関係に回転する離脱位置との間で、移動す
ることができる、
　ホイールと、
　を備える、装置。
　（２）　実施態様１に記載の装置において、
　前記ホイールは、前記係合位置と前記離脱位置との間で移動するように前記スプールに
対して横方向にスライドするように構成されている、装置。
　（３）　実施態様２に記載の装置において、
　前記スプールは、前記スプールの向かい合った側面縁部の周りに形成された、向かい合
ったフランジを含み、
　前記ホイールは、前記向かい合ったフランジの間で横方向に移動することができる、装
置。
　（４）　実施態様２に記載の装置において、
　解除機構であって、前記解除機構が前記スプールに向かって前記ホイールを付勢して前
記係合位置にする第１の位置と、前記解除機構が前記ホイールから離間し前記ホイールが
前記離脱位置に移動することを可能にする第２の位置との間で移動することができる、解
除機構、
　をさらに含む、装置。
　（５）　実施態様４に記載の装置において、
　前記スプールおよび前記ホイールに形成された歯部であって、前記解除機構が前記スプ
ールに向かって前記ホイールを付勢すると前記歯部が互いに係合するように配置された、
歯部、
　をさらに含む、装置。
【００２７】
　（６）　実施態様４に記載の装置において、
　前記解除機構は、
　クリップであって、前記クリップの向かい合った端部に形成された突起部を有する、ク
リップ、
　を含み、
　前記突起部は、前記クリップが前記第１の位置にある場合は前記ホイールと前記スプー
ルとの間に配置され、
　前記突起部は、前記クリップが前記第２の位置にある場合は前記ホイールおよび前記ス
プールから離間する、装置。
　（７）　実施態様６に記載の装置において、
　前記クリップは、前記ホイールおよび前記スプールの周りに配置され、かつ内部に前記
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ハブを収容するハウジングの周りに移動可能に配置され、
　前記クリップの前記向かい合った端部に設けられた前記突起部は、前記ハウジングに形
成された開口部内に延びる、装置。
　（８）　実施態様１に記載の装置において、
　前記ホイールが前記係合位置にある場合に前記ホイールおよび前記スプールをかみ合わ
せるために前記ホイールおよび前記スプールに形成された、少なくとも１つの係合機構、
　をさらに含む、装置。
　（９）　実施態様８に記載の装置において、
　前記少なくとも１つの係合機構は、前記ホイールおよび前記スプールのうち少なくとも
一方に形成された少なくとも１つの歯部、ならびに前記ホイールおよび前記スプールのう
ちの他方に形成された複数の歯部を含む、装置。
　（１０）　実施態様１に記載の装置において、
　前記付勢要素は、
　前記ハブと前記スプールとの間に配置されたバネであって、前記ハブに連結された第１
の端部、および前記スプールに連結された第２の端部を有する、バネ、
　を含む、装置。
【００２８】
　（１１）　実施態様１に記載の装置において、
　前記ハブは、前記ホイールの周りに配置され、かつ前記縫合糸を通して受け入れるため
に内部に形成された開口部を有する、ハウジング内に形成された、装置。
　（１２）　縫合糸適用兼管理キットにおいて、
　縫合糸を手術部位まで送達するように構成された縫合装置と、
　縫合糸張力装置であって、
　　前記縫合糸が前記縫合糸張力装置から延びると前記縫合糸に張力をかけるように構成
され、
　　前記縫合糸をさらに延ばすことなく前記縫合糸にかけられた前記張力を解除するのに
効果的な解除機構を有する、
　縫合糸張力装置と、
　を備える、キット。
　（１３）　実施態様１２に記載のキットにおいて、
　前記縫合装置は、組織に少なくとも１つの締め具を適用するように構成されたエンドエ
フェクタを含み、
　前記縫合糸は、前記少なくとも１つの締め具に連結されている、キット。
　（１４）　実施態様１２に記載のキットにおいて、
　前記縫合糸張力装置は、前記縫合装置に連結されている、キット。
　（１５）　実施態様１２に記載のキットにおいて、
　前記縫合糸張力装置は、付勢要素に結合されたスプール、および前記スプールの周りに
配置され、かつ周囲に巻きつけられた前記縫合糸を有するホイールを含む、キット。
【００２９】
　（１６）　実施態様１５に記載のキットにおいて、
　前記ホイールは、前記付勢要素が前記スプールを付勢して前記縫合糸の張力を維持する
ように前記ホイールが前記スプールと共に回転する係合位置と、前記縫合糸にかけられた
前記張力を解除するために前記スプールが前記ホイールとは無関係に回転する離脱位置と
の間で、移動することができる、キット。
　（１７）　実施態様１６に記載のキットにおいて、
　前記解除機構は、前記解除機構が前記スプールに向かって前記ホイールを付勢して前記
係合位置にする第１の位置と、前記解除機構が前記ホイールから離間し前記ホイールが前
記離脱位置に移動することを可能にする第２の位置との間で、移動することができる、キ
ット。
　（１８）　縫合糸に張力をかける方法において、
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　縫合糸管理装置から縫合糸の第１の長さを延ばす段階であって、前記縫合糸管理装置は
、前記縫合糸が延びると前記縫合糸の前記第１の長さに張力をかける、段階と、
　前記縫合糸管理装置の解除機構を作動させて、前記縫合糸をさらに延ばすことなく前記
縫合糸の前記第１の長さにかけられた前記張力を解除する段階と、
　を備える、方法。
　（１９）　実施態様１８に記載の方法において、
　前記解除機構を作動させた後、前記縫合糸管理装置から前記縫合糸の第２の長さを延ば
す段階であって、前記縫合糸管理装置は、前記縫合糸の前記第２の長さが延びると前記縫
合糸の前記第２の長さに張力をかける、段階、
　をさらに備え、
　前記縫合糸の前記第２の長さにかけられた前記張力は、前記縫合糸の前記第２の長さの
全長に比例する、方法。
　（２０）　実施態様１８に記載の方法において、
　前記縫合糸管理装置は、バネ仕掛けのスプール、および前記スプールの周りに配置され
、かつ周囲に巻きつけられた前記縫合糸を有するホイールを含み、
　前記縫合糸を延ばすことにより、前記縫合糸に前記張力がかけられるように前記バネ仕
掛けのスプールに負荷をかけるために前記ホイールおよび前記スプールが回転する、方法
。
【００３０】
　（２１）　実施態様２０に記載の方法において、
　前記解除機構を作動させる前記段階は、前記ホイールを前記バネ仕掛けのスプールから
離脱させ、前記縫合糸をさらに延ばすことなく、前記バネ仕掛けのスプールが前記縫合糸
の前記張力を解きほぐして解除することを可能にする、方法。
　（２２）　実施態様１８に記載の方法において、
　手術部位まで前記縫合糸の先端部を送達する段階、
　をさらに備える、方法。
　（２３）　実施態様２２に記載の方法において、
　前記手術部位まで前記縫合糸の前記先端部を送達する前記段階は、少なくとも１つの締
め具を組織に適用する段階であって、前記縫合糸が前記少なくとも１つの締め具に連結さ
れる、段階をさらに含む、方法。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１Ａ】縫合糸管理装置の典型的な一実施形態の側面図である。
【図１Ｂ】図１Ａの装置の側面斜視図であり、装置からハウジングが取り外された状態を
示している。
【図１Ｃ】図１Ａの装置の分解組立図である。
【図２Ａ】図１Ａ～図１Ｃの装置のスプールの斜視図である。
【図２Ｂ】図１Ａ～図１Ｃの装置のホイールの斜視図である。
【図２Ｃ】図２Ａのスプールに配置された図２Ｂのホイールの拡大図であり、離脱位置に
あるホイールを示している。
【図３】図１Ａ～図１Ｃの装置と共に使用するためのホイールの別の実施形態の斜視図で
ある。
【図４】図１Ａ～図１Ｃの装置の縫合糸および針の斜視図である。
【図５】図１Ａ～図１Ｃの装置のハウジングの斜視図である。
【図６】図１Ａ～図１Ｃの装置の付勢要素の斜視図である。
【図７】図１Ａ～図１Ｃの装置の解除機構の斜視図である。
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